
浜岡砂丘

（1）

20222022 №№ 596596（6（6月号月号））

h t t p s : / / m a s u d a g u m i 1 9 1 2 . c o . j p /
カタログパーク   h t tp : / /www.hamaoka.or. jp /masuda.html

ホームページアドレス

全
国
安
全
週
間
は
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
産
業

界
で
の
自
主
的
な
活
動
の
推
進
と
、
職
場
で
の
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
安
全
を
維
持
す
る
活
動
の
定
着
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

労
働
災
害
の
死
傷
者
数
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
死
傷
者
数
の
う
ち
六
十
歳
以
上
の
労
働
者
の

占
め
る
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
近
年
人
口
減
少
の

一
方
で
、
六
十
歳
以
上
の
雇
用
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
、
健
康
を
確
保

す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
職
場
改
善
の
取
り
組

み
を
促
し
て
い
ま
す
。

五
月
十
七
日
に『
社
内
安
全
教
育
』

を
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
は
、『
各

現
場
で
の
安
全
の
見
え
る
化
の
実
施

状
況
』『
交
通
安
全
』『
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
』
に
つ
い
て
で
す
。

安
全
の
見
え
る
化
と
は
、
現
場
従

事
者
に
分
か
る
よ
う
架
空
線
対
策

で
、
頭
上
注
意
の
看
板
や
埋
設
管
位

置
を
可
視
化
し
て
事
故
を
防
ぐ
対
策

で
す
。
弊
社
受
注
現
場
で
も
積
極
的

に
見
え
る
化
の
実
施
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
て
事
故
事
例
を
も

と
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
状
況
等
に
よ
り
自
分

に
も
起
こ
り
う
る
事
故
も
あ
っ
た

為
、十
分
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〓
社
内
安
全
教
育
〓

令
和
四
年
度  

全
国
安
全
週
間

準
備
期
間

安
全
週
間

六
月
一
日
～
六
月
三
十
日

七
月
一
日
～
七
月
七
日
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健康
ワンポイント
アドバイス 

成人の体はなんと約 6 割が水分で構成されています。こ
れを一定に保つためには日頃の水分補給が大切。よりよい
水分補給のタイミングとおすすめの飲み物についてご紹介
します。

喉の渇きを脳が感じたとき、

体はすでに脱水状態。喉が渇く

前にこまめに水分を摂りましょ

う。また、水分補給を目的に

飲むときは、麦茶やミネラル

ウォーターがおすすめです。

運動をして汗をかいたとき
たくさん運動をして汗をかいた後のビー

ルは最高！と、喉の渇きをビールで潤すの
は NG。アルコールは利尿作用があるので、
水分補給には向きません。まずは、汗で失
われた水分やミネラルを補うために、水や
スポーツドリンクを飲みましょう。

疲れがたまっていて、元気を出したいとき
疲れているときは“エナジードリンク”を飲むことが多いのでは？

エナジードリンクを飲むと元気になりますが、それはカロリーやカフェ
インによる一時的な効果。日常的に大量に飲むと、カフェインの摂り
過ぎによって、めまいや心拍数の増加、幻覚、ふるえ、吐き気や下痢
などの症状を引き起こす可能性があります。一日の容量を守り、ここ
ぞ！というときに活用してみてはいかがですか？

水分補給の大切さ

水分補給のタイミング
（水分が不足しがちなタイミングは…）

こんな時はどうする？

先
月
号
に
続
き
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

の
再
認
証
に
向
け
活
動
し
て
き
た
中

で
、
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
限
定
的

な
環
境
へ
の
取
り
組
み
か
ら
環
境
経
営

を
推
進
す
る
と
い
う
手
法
に
変
わ
り
ま

し
た
。
当
社
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

を
平
成
十
一
年
に
認
証
取
得
し
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
を
経
営
の
中
に
取
り
入
れ
て
お
り
ま

す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
も
そ
う
で
す
が
、
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
し
っ
か

り
回
し
、
改
善
活
動
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
事
も
そ
う
で
す
が
、
終
わ
っ
た
時

が
次
の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。
普
段
の

業
務
に
組
込
み
、
無
理
な
く
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
社
会
情
勢
で
は
様
々
な
負
の

要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
化
石
燃
料
等

の
価
格
の
高
騰
か
ら
は
じ
ま
り
、
厳
し

い
環
境
規
制
（
振
動
・
排
ガ
ス
・
排
水
・

廃
棄
物
・
科
学
物
質
）、
発
注
元
（
上

部
企
業
や
各
団
体
等
）
か
ら
様
々
な
事

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

為
の
経
営
維
持
対
策
を
講
じ
て
い
く
に

は
、
真
摯
に
向
き
合
い
実
行
し
て
い
く

エ
コ
ア
ク
シ
ョ

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ンン
2121

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
燃
料
が
高
騰
し
て

い
る
な
ら
燃
費
の
良
い
車
両
に
し
て
計

画
的
な
行
動
を
行
う
。
環
境
規
制
に
つ

い
て
は
法
規
制
を
順
守
し
て
い
く
。
発

注
元
の
要
求
に
応
え
る
為
の
意
思
表
示

（
改
善
）す
る
、そ
し
て
外
部
へ
の
発
信
・

連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

現
状
と
同
様
又
は
そ
れ
以
上
の
経
営

状
態
を
存
続
さ
せ
る
為
に
は
、
こ
れ
か

ら
始
め
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」と
呼
ば
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
継
続
的
に
実
施
し
、
環
境
対
策

を
改
善
す
る
手
法
を
基
礎
と
し
て
い
き

な
が
ら
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
内
部
品
質
監
査

も
、
昨
年
同
様
工
事
現
場
を
主
体
に
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
と
違
い
、
静
岡
県
で
工

事
の
完
成
検
査
時
に
使
用
し
て
い
る

『
考
査
項
目
運
用
表
』
を
用
い
て
、
土

木
・
建
築
工
事
の
現
在
稼
働
中
の
現
場

と
、
完
成
済
み
の
現
場
を
細
部
に
わ
た

り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

こ
の
『
考
査
項
目
運
用
表
』
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
完
成
検
査
時
の
指

摘
項
目
を
減
ら
し
、
今
ま
で
以
上
に
評

価
点
数
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
で

す
。
ま
た
日
常
の
施
工
管
理
時
に
使
用

す
る
事
で
、
検
査
時
の
評
価
点
数
向
上

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、こ
の
『
考
査
項
目
運
用
表
』

を
社
内
検
査
で
も
使
用
し
、
身
近
な
も

の
と
し
て
社
員
全
員
に
浸
透
さ
せ
、
標

準
化
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「傘かしげ」
私は行儀やマナーが決して良いわけではあり

ませんが、ひとつ心掛けていることがあります。
それは、洗面やトイレを使用して汚してしまった
場合には、必ず拭いてきれいにして後の方が気持
ちよく使えるようにすることです。これは、生産
管理のことを独学した際に「後工程はお客様」と
いう言葉を知り、本来の意味とは若干違いますが、
公衆トイレに入って嫌な思いをしたことから「後
工程はお客様」と思い実践していることです。
満員電車の中で大きな声で携帯電話を使用し

ている人。お年寄りがいるのに掻き分けて電車に
乗ろうとする男性。これだけ分煙・禁煙がいわれ
ているのにくわえタバコで雑踏を歩く人。いつか
ら日本人は、こんな情けなくなってしまったので
しょうか？自己の権利が強調され、公の利益が捨
て去られ何でもありの世の中だから、人間として
の礼節がなくなってしまったのでしょうか？
しかし、マナーとか躾というものは、社会を

形成していく上で絶対に忘れてはいけないものだ
と思います。最近、長寿企業のことがマスコミ等
に取り上げられていますが、長寿企業に共通する
ことのひとつにマナーや躾の良さがあります。組
織・企業が永続する根底には、このような目に見
えない資産の伝承があるように思います。江戸時
代から続く老舗の企業には、脈々と流れる教えが
あります。“江戸しぐさ”“繁盛しぐさ”とも言わ

れている教えです。江戸商人の考え方・口のきき
方・生き方などを教えた商人哲学であり、いかに
一人前の社会人や経済人として生きていくのかと
いうマナーや知恵が織り込まれています。
その数は、100とも200とも言われていますが、

私たち現代人が忘れてしまった大切なものが数多
くあるように思われます。
時泥棒＝約束の時間に遅れたり、アポイント

メントもなく突然訪問したりして相手の時間を奪
うこと。
肩引き＝混み合った道路で、人がすれ違うと

きに「右肩を後ろにして体を斜めにして」ごめん
なさいと言ってすれ違う。等々
上記は、ほんの一例ですが、そこにはハッと

我が身を振り返るような教えが幾つもあります。
これから雨の多い季節になります。江戸しぐ

さの中には、“傘かしげ”という言葉もあります。
これは雨の日に道路を行き交う際に、お互いの傘
を外側に傾け、相手が濡れないようにしてすれ違
うことです。雑踏では、お互いの“傘かしげ”で
憂鬱な雨の日を気持ち良く乗り切りましょう！

折 の々記
　…思うままに ③

岸 本 敏 和

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

内
部
品
質
監

内
部
品
質
監
査査

実
施
時
期
：
五
月
十
日
～
十
三
日
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6月安全努力目標

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

行
事
記
録
（
4
27

〜
5
26

）

4
27	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
総
会

5
13	

静
岡
県
の
入
札
・
契
約
制
度
等
説
明
会
・
静
岡

	

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会 

令
和
四
年
度
定
時
総
会
・
静
岡

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

5
16	

第
十
六
回
御
前
崎
市
商
工
会
通
常
総
会

5
18	

袋
井
建
協
令
和
四
年
度
定
時
総
会
・
袋
井

	

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
通
常
総
会
・
袋
井

	

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
袋
井
分
会
通
常
総
会
・
袋
井

5
19	

中
部
電
力
静
岡
土
建
安
全
協
議
会
定
時
総
会
・
静
岡

5
20	

中
電
不
動
産
安
全
衛
生
協
議
会
浜
岡
地
区 

定
時
総
会

5
21	

中
電
不
動
産
安
全
衛
生
協
議
会
浜
岡
地
区
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
・
島
田

5
24	

磐
田
労
働
基
準
協
会
定
時
総
会
・
磐
田

	

掛
川
法
人
会
御
前
崎
支
部
総
大
会

5
26	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
総
会
・
菊
川

	

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
能
力
向
上
教
育
・
袋
井

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

行
事
予
定
（
5
27

〜
6
26

）

5
30	

日
本
赤
十
字
社
静
岡
有
功
会
総
会
・
静
岡

6
2	

御
前
崎
市
商
工
会
浜
岡
砂
丘
清
掃
活
動

6
3	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

年度安全標語年度安全標語〈〈後悔を 未然に無くす 危険予知後悔を 未然に無くす 危険予知〉〉

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

作
り
方

①
ゼ
ラ
チ
ン
に
水
大
匙
３
を
混
ぜ
て
ふ
や
か
し
て

お
く
。

②
鍋
に
水
１
カ
ッ
プ
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

と
お
好
み
で
砂
糖
を
入
れ
火
に
か
け
、
コ
ー
ヒ
ー

が
出
来
た
ら
火
を
止
め
①
を
混
ぜ
る
。

③
器
に
②
を
流
し
入
れ
た
ら
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。

④
ゼ
リ
ー
が
固
ま
っ
た
ら
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を

の
せ
て
出
来
上
が
り
。

材
料

　

◦
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー  

大
匙
２

　

◦
水  

１
カ
ッ
プ　
　

◦（
砂
糖  

お
好
み
で
）

　

◦
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム  

適
量

　【
ゼ
ラ
チ
ン
】

　

◦
粉
ゼ
ラ
チ
ン  

５
グ
ラ
ム　
　

◦
水  

大
匙
３

ほろ苦コーヒーゼリー レ
ト
ロ
な
喫
茶
店
が
エ
モ
い
と
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
懐
か

し
の
喫
茶
店
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
方
へ
苦
み
を
味
わ
う

大
人
味
の
レ
シ
ピ
で
す
。

作業安全
・作業前の地山点検を確実に実施
・作業エリアの確実な明示
交通安全
・車間距離をとり、ゆとりある運転
環境目標
・燃費向上の為、無駄な走行はやめましょう

全国安全週間準備期間全国安全週間準備期間〈〈66//11～～ 66//3300〉〉

四
月
度
の
社
内
全
体
会
議
で
先
月
に

引
き
続
き
外
部
講
師
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
講
習
を
今
回
は
パ
ワ
ハ
ラ
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、

①	

優
越
的
な
関
係
を
背

景
と
し
た
言
動
で

あ
っ
て
、

②	

業
務
上
必
要
か
つ
相

当
な
範
囲
を
超
え
た

も
の
に
よ
り
、

③	

労
働
者
の
就
業
環
境

が
害
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
①
か
ら
③

ま
で
の
要
素
を
全
て

満
た
す
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
く
例

を
挙
げ
る
と
、
刑
事
事
件
に
も
な
り
兼

ね
な
い
、
身
体
的
な
暴
力
・
精
神
的
な

暴
力
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
人
間
関
係
か

ら
の
切
り
離
し
・
過
大
な
要
求
・
過
小

な
要
求
・
個
の
侵
害
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

自
身
が
パ
ワ
ハ
ラ
の
加
害
者
に
な
ら

な
い
為
に
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出

来
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

社
員
教
育
の
実
施

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
会
』

五
月
二
十
日
に
社
内
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
一
五
〇

号
道
路
拡
幅
工
と
掛
川
浜
岡
線
水
路

工
、
新
野
川
塩
ノ
段
池
の
現
場
へ
行
き

ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
雨
の
多
い

季
節
に
な
り
ま

す
が
、
安
全
第

一
で
お
願
い
し

ま
す
。 安

全
パ
ト
ロ
ー
ル


